
　

　介護保険対応の理学療法を特集した本号がいよいよ発刊される．介護保険制度は 2000 
年 4 月にスタートし，予定通り，3 年の様子見期間をおいて今年 4 月に介護報酬体系の改
定が行われた．そして開始 5 年後である 2005 年 4 月までに現行制度を大幅に見直すこと
が当初からの計画に盛り込まれている．修正や改定を開始前からタイムテーブルに組み込
み，途中の改定は行わないとする極めて綿密かつ確固とした計画に基づいてのスタートで
あった．急速な高齢化に対応して是が非でも介護の社会化を達成させるという強い意志と
国を挙げての試みが失敗したらという切実な不安が交錯していたことを覚えている．
　私事ではあるが，3 年前に静岡の実家で 1 年ほど訪問介護を利用させていただいた．丁
寧語で表現したくなるほどおおいに助けられ，心底ありがたく感じた．他人に家の中まで
立ち入られ何と思われるかとか，世間体とか，最初は確かに気になったようではあるが，
何回か訪れてくるうちに介護者とは契約関係の上に信頼関係が重なり，家族からは感謝の
言葉が絶えることはなかった．
　介護保険にはリハビリというもう一つの柱がある．自立生活への復帰や介護重度化の予
防は個人と家族の切なる願いだからである．今年 4 月の介護報酬体系の改定では，リハビ
リテーションに追い風が吹いた．期待はさらに高まったといえる．本特集の企画が改定前
であったため，そのときに介護保険が適応される機能と形態に沿って原稿をご依頼したが，
通所リハビリ，訪問リハビリ，老健施設，特養ホーム，療養病床から追い風が吹いた理由
が納得させられる実践内容の紹介と直面する切実な問題提起がなされた．本誌が 2 年前に
介護保険を特集した当時はまだリハビリや理学療法の役割，開始早々の混乱から生じる問
題点の紹介が主であった．今回は読者には十分に満足していただける企画者自慢の特集が
出来上がったと思っている．
　最初から介護保険制度には重大な弱点があることがわかっていた．財源確保である．保
険料支払い人口の縮小と介護対象人口の増大で，今のままでは財源が枯渇する．今回の衆
議院選挙で出されたマニフェストでは 2 大政党共にそう遠くない時期の消費税率アップ
を謳っているのはこのことを意味している．税金の他にこの財源確保の一端を担うのがリ
ハビリと期待されている．以前には医療保険の財源を無駄食いするリハビリづけという汚
名を着せられたことがある．いつをリハビリサービスの終わりとするかはっきりしたもの
さしがないという意味である．このことは科学的解決がなされぬまま介護保険へと横滑り
した．財源確保と財源食いの仕切はどこにあるのか，介護保険対応のリハビリにはさらな
る進化が問われている． （高橋正明）
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